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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
暑
い
日
が

続
き
ま
す
ね
ぇ
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。
さ
て
、
紙
上
遍
路
の
今
年

の
か
わ
ら
版
。
暑
さ
に
負
け
ず
、
で
は

出
発
。

★
よ
さ
こ
い
節
の
竹
林
寺

   

三
十
番
、
善
楽
寺
か
ら
約
七
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
。
三
十
一
番
は
五
台
山
竹
林
寺

で
す
。

   

中
国
五
台
山
で
文
殊
菩
薩
に
拝
し
た

夢
を
見
た
聖
武
天
皇
が
、
行
基
に
五
台

山
に
似
た
地
を
探
す
よ
う
に
命
じ
ま
す
。

行
基
は
各
地
を
行
脚
し
、
こ
の
地
を
発

見
。
栴
檀
（
せ
ん
だ
ん
）
の
木
で
文
殊

菩
薩
を
彫
り
、
山
上
に
建
て
た
本
堂
に

祀
り
ま
し
た
。

   

の
ち
に
お
大
師
様
が
こ
の
地
に
滞
在

し
、
荒
廃
し
た
堂
宇
を
修
復
。
霊
場
と

し
ま
し
た
。

   

山
内
一
豊
公
が
土
佐
藩
主
に
な
っ
て

以
降
、
竹
林
寺
は
藩
の
庇
護
を
受
け
て

繁
栄
し
ま
す
。

   

幕
末
、
竹
林
寺
の
脇
坊
妙
高
寺
の
僧

純
信
が
お
う
ま
と
い
う
娘
と
恋
仲
と
な

り
、
駆
け
落
ち
。
こ
の
こ
と
を
謳
っ
た

の
が
「
土
佐
の
高
知
の
播
磨
屋
橋
で
坊

さ
ん
簪
（
か
ん
ざ
し
）
買
う
を
見
た
」

で
始
ま
る
よ
さ
こ
い
節
。

   

悲
恋
の
寺
と
し
て
有
名
に
な
り
ま
し

た
が
、
本
来
は
南
海
第
一
道
場
と
呼
ば

れ
る
学
問
寺
院
。

   
眼
下
に
高
知
市
街
、
瓢
箪
型
の
浦
戸

湾
を
見
下
ろ
し
ま
す
。

★
船
魂
の
観
音

   

三
十
一
番
か
ら
約
七
・
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。
土
佐
湾
に
面
し
た
小
高
い
山
の

上
に
建
つ
三
十
二
番
、
八
葉
山
（
は
ち

よ
う
ざ
ん
）
禅
師
峰
寺
（
ぜ
ん
じ
ぶ
じ
）
。

   

お
大
師
様
が
こ
の
地
で
修
行
し
た
際
、

山
容
が
八
葉
の
蓮
台
に
似
て
い
る
と
し

て
山
号
を
命
名
。

   

縁
起
に
よ
れ
ば
、
聖
武
天
皇
が
航
海

の
安
全
を
祈
願
し
て
行
基
に
建
立
を
下

命
。
以
来
、
船
魂
（
ふ
な
だ
ま
）
の
観

音
と
呼
ば
れ
、
出
航
す
る
歴
代
藩
主
や

漁
師
が
航
海
の
無
事
を
祈
願
。

   

境
内
か
ら
遠
く
桂
浜
が
見
え
る
こ
の

寺
は
、
地
元
の
人
々
に
峰
寺
（
み
ね
ん

じ
、
み
ね
で
ら
、
み
ね
じ
）
と
呼
ば
れ
、

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

★
臨
済
宗
妙
心
寺
派

   

三
十
二
番
か
ら
約
七
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
三
十
三
番
は
高
福
山
雪
渓
寺
（
せ

っ
け
い
じ
）
。

   

お
大
師
様
が
開
創
し
た
当
初
の
寺
号

は
高
福
寺
。

   

鎌
倉
時
代
に
高
名
な
仏
師
、
運
慶
と

湛
慶
の
親
子
が
滞
在
し
て
本
尊
や
脇
侍

を
彫
像
し
た
こ
と
に
因
ん
で
、
寺
号
を

慶
運
寺
に
改
称
。

   

廃
寺
と
な
っ
て
い
た
の
を
再
興
し
た

の
は
長
宗
我
部
元
親
公
。
家
門
の
宗
派

で
あ
る
臨
済
宗
か
ら
月
峰
和
尚
を
招
き
、

中
興
の
祖
と
し
ま
し
た
。
元
親
の
死
後
、

そ
の
法
名
か
ら
寺
号
を
と
っ
て
雪
渓
寺

に
改
称
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

   

四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
に
は
、
真
言

宗
以
外
の
寺
が
八
つ
。
土
佐
で
は
雪
渓

寺
が
唯
一
。
臨
済
宗
妙
心
寺
派
で
す
。

★
安
産
の
薬
師

   

三
十
三
番
か
ら
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

田
園
の
中
に
静
か
に
た
た
ず
む
の
が
三

十
四
番
、
本
尾
山
種
間
寺
（
た
ね
ま
じ
）
。

   

六
世
紀
、
大
阪
四
天
王
寺
の
造
営
に

当
た
っ
た
百
済
の
仏
師
や
造
寺
工
が
帰

途
の
航
海
中
、
暴
風
雨
に
遭
っ
て
本
尾

山
近
く
に
寄
港
。
仏
師
た
ち
は
航
海
の

安
全
を
祈
願
し
、
薬
師
如
来
像
を
彫
っ

て
本
尾
山
頂
に
祀
っ
た
の
が
寺
の
縁
起
。

   

そ
の
後
、
お
大
師
様
が
こ
の
地
を
訪

ね
、
薬
師
如
来
堂
を
本
尊
と
し
て
開
創
。

   

お
大
師
様
は
唐
か
ら
持
ち
帰
っ
た
米
、

麦
、
粟
、
き
び
、
豆
の
五
穀
を
境
内
に

蒔
き
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
。
寺
号
（
種

間
寺
）
の
由
来
と
な
り
ま
し
た
。

   

ご
本
尊
は
安
産
の
薬
師
と
し
て
信
仰

を
集
め
て
い
ま
す
。

   

妊
婦
は
柄
杓
（
ひ
し
ゃ
く
）
を
持
参
。

寺
で
は
柄
杓
の
底
を
抜
い
て
安
産
祈
願
。

妊
婦
は
そ
れ
を
床
の
間
に
祀
り
、
出
産

後
に
寺
に
奉
納
。
底
を
抜
く
の
は
、
通

り
を
良
く
す
る
安
産
の
願
か
け
の
よ
う

で
す
。

★
四
万
十
川
と
足
摺
岬

   

次
回
は
高
知
市
を
抜
け
て
、
土
佐
西

部
に
向
か
い
ま
す
。
三
十
五
番
、
清
滝

寺
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
す
が
、
何
と
か
四

万
十
川
を
渡
り
、
三
十
八
番
、
金
剛
福

寺
の
あ
る
足
摺
岬
ま
で
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
乞
ご
期
待
。

24

三十一番 五台山竹林寺
す

安
産

願

三十二番 八葉山禅師峯寺
徳島県徳島県

三十三番 高福山雪渓寺

三十四番 本尾山種間寺
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